
 

 

 

 

 

第 1378 回例会報告          平成２６年９月４日（木）小雨 

■出席報告 

会 員 数      38 名 
出席対象        38 名 
出席者数     31 名 
出 席 率       81.6％ 
前回修正     97.4% 

■ニコニコ BOX 

2 名    2,000 円 
累  計     96,000 円 
目標額       60 万円 
達成率       16.0％ 

■今週のことば 

真道弘雄ガバナー補佐本日はよろしくお願い

いたします。                吉澤邦雄 
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会長挨拶 

会長 吉澤邦雄 

ガバナー補佐をお迎えして 

本日は真道弘雄ガバナー補佐をお迎えしての

事前訪問例会です。真道ガバナー補佐は茅野ロ

ータリークラブへ昭和６１年に入会され、

2009-2010 年度にクラブ会長を務められておりま

す。大変温厚な方でクラブ内でも人望が特に厚い

方だそうです。特技は“尺八”演奏とお聞きしてお

ります。後ほど卓話をいただきます。また、本日は

ガバナー補佐事務局副幹事の田中淳喜さんもご

来訪されております。 

さて、今月は「新世代（青少年）のための月間」

であります。五大奉仕部門の第五部門に位置づ

けられる新世代奉仕は青少年奉仕と名称は変わ

りましたが、若い人々の多様なニーズを認識しつ

つ、よりよき未来をもたらすために彼らの生活力を

高めることによって、若い人々に将来への準備を

させることは、各ロータリアンの責務である。すべ

てのクラブと地区は、新世代の基本的ニーズ（健

康、人間の価値、教育、自己開発）を支援するプ

ロジェクトを立ち上げるよう奨励する。とロータリー

章典には謳われております。 

ご存知のように、当クラブでは国内においては

青少年奉仕・社会奉仕委員会を中心とし、また国

外では国際奉仕委員会による青少年を含めた新

世代に対して重要な奉仕プログラムを推進してお

ります。共同作業等を通じ、彼等との触れ合いの

中で新世代に関わるプログラムの大切さ、奉仕の

喜びを知ることができます。 

特に本年度はクラブ創立３０周年に当たり、“持

とう自覚を未来のために！”というスローガンを掲

げさせていただきました。中長期計画に基づいて

実施されてきたプログラムの成果を検証し、新た

な指針、新たな計画を提言するという大事な年度

に当たります。是非、新世代に対して行われる未

来を見据えた奉仕プログラムには全会員一丸とな

って参加し、推進してまいりましょう。よろしくお願

いします。 

◇幹事報告◇ 
【連絡事項】 

１）林洋三会員より「あいこちゃんに心臓移植を」

募金のお願いがありました。 

２）ロータリー文庫よりダイジェスト版が届いていま

す。 
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第1377回例会 

真道弘雄ガバナー補佐訪問例会 

担当 会長・幹事 

真道弘雄ガバナー補佐をお迎えして、訪問例

会が開催されました。 

 

皆さんこんにちは、只今紹介して頂きました諏

訪グループガバナー補佐の真道と申します。 

まず持ちまして、諏訪湖クラブさんは本年創立３

０周年の節目を迎

えられ、誠におめ

でとう御座います。

歴代の多くの皆様

方が一歩一歩、築

き上げられた輝か

しい数々の業績に

敬意を表するとこ

ろで御座います。 

創立３０周年を機に益々地域社会に貢献され、

また諏訪湖クラブさんが盛会で実り多き年でありま

すよう心よりご祈念申し上げる次第でございます。 

さて私も諏訪の内にいましてもなかなか諏訪湖

クラブさんにメイクアップ出来なくて今回初めてで

大変緊張しているところです。このガバナー補佐

のお役を頂きましたので、皆様方お一人一人の

出会いを大切にしまして、吉澤会長さん初め皆様

方と中川ガバナーのもと地区とのパイプ役をと、

大変不出来ですが一年間つとめせて頂きますの

で温かいご指導とご支援の程よろしくお願い致し

ます。 

きてＲＩ２６００地区も、地区リーダーシッププラン

（DLP）が採用され１４期目となりましたなか、昨年

の１０月からガバナー輔佐に向けての研修を何度

も何度も受けてきましたが、自分はこんなにロータ

リーのことを知らなかった事と、その責任の重さを

改めて痛感している所です。それにつきましても

歴代のガバナー補佐の皆様方は豊富な知識と指

導力のもとに大変立派に勤められたことに敬意を

表したいと思います。思い起こしますと DLP が採

用され２期日の２００２～２００３年度に、諏訪湖クラ

ブさんから溝口ガバナー補佐さんが勤められ、私

がその時の茅野クラブの会長をさせて頂いており

まして、その節には溝口先生には多大なご指導を

賜りましてこの場をお借りしまして心よりお礼と感

謝を申し上げる所で御座います。 

補佐事前訪問では何をお話をして良いかと、故

直前遠藤ガバナー補佐さんにお聞きしますと自

分の思っている事を話せば良いとお聞きしまして、

心休まる所でしたが、去る７月２４日のガバナー公

式訪問例会には笑顔で「補佐の気分はどうかな。

また肩の力を抜いて頑張れと」励ましの言葉を頂

いた矢先の７月３０日にご逝去され大変悲しみと

淋しさで心痛むところでございます。心よりご冥福

をお祈り申し上げます。 

それでは自己紹介をさせていただきます。私の

職業ですがロータリーでの職業分類では、工匠具

製造になっておりますが木材用の手引き鋸を製

造しております２代目の職人でございます。日本

でも幾つかの産地がありましてその１つに信州鋸

ですが諏訪地方でも特に茅野市でも俗にいいま

す山浦方面で製造されておりまして地場産業とし

て、寒天業界と並ぶ産業でした。 

信州鋸のルーツをひもといて見ますと１８０５（文

化２）年江戸の鋸鍛治、藤井甚九郎氏が高島藩の

（次面へ続く） 

─────────────── 
Happy birthday  

 

 

 

 

 

 

 

今月の誕生祝左から 宮坂､小口､太田､尾上､岩村､丸山の各会員 
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招きで諏訪に移住し山林用の大鋸を作ったのが

起源ときれ、その後甚九郎氏のもとから多くの職

人が育ち、明治初期には諏訪地方の職人は４千

人以上になったそうです。その要因は鍛冶屋に必

要な松炭が豊富に産出されたことで、諏訪全域に

広がったと言われております。時代の流れで手引

き鋸の需要が徐々に減って来ている現状です。 

さて今年度のＲＩゲーリーＣ、Ｋホァン会長は「ロ

ータリーに輝きを」というテーマを掲げられました。

「暗いところでじっとしていても何も起こらない、ロ

ーソクをともして周りを明るくしよう。そうすれば行

動できる」と提唱しています。ロータリアン一人一

人がローソクに明りを灯せば、ロータリーの奉仕で

家庭、ロータリークラブ、地域社会、世界と輝きを

もたらすことが出来るでしょうと７つの強調事項が

示されました。それを踏まえまして中川ガバナー

は「初心にもどりロータリーとは何かをもう一度考

え、外に向かって自らを輝かせ奉仕の理想に一

歩を踏み出そう」と地区標語に「明日のために今こ

そ行動を」を提唱され、７つの行動日嘩を示されま

した。 

その一つに会員増強がかかげられております。

諏訪湖クラブさんも会員の増強、退会防止に取り

組んでいられると思いますが、ロー夕リアンである

誇りと前向きなエネルギーと行動力、そして変化

を受け入れる寛容な心が必要だと思います。私も

中川ガバナーの指針に沿って行動し冒頭申し上

げましたが、クラブと地区のパイプ役として務めさ

せて戴きます。 

月日のたつのも早いものでガバナー補佐に就

任してから２か月が過ぎました。吉澤会長さんを中

心に諏訪湖クラブさんの益々の発展と全会員の

皆様のご活躍とご健勝を心からお祈り申し上げ

御挨拶と致します。 

（この原稿は真道ガバナー補佐からいただきました。あり

がとうございました。） 

 

クラブ協議会を開催しました。 

例会終了後、会長・幹事・会計・ＳＡＡ・会長エレ

クト、直前会長、委員長など全員が出席して、真

道ガバナー補佐のご指導のもとでクラブ協議会を

開催しました。全員が意見を述べるなど充実した

クラブ協議会となりました。 

 

 

 

 

 

あいこちゃんに心臓移植を 

林洋三会員と渡辺芳紀会員からお話のありまし

た「あいこちゃんに心臓移植を」募金につきまして

は、詳細なチラシが用意されています。 

ロータリーの席上でも募金が行われましたが、

振り込みも用意されていますのでチラシを再度お

読みになり一層のご協力をお願いいたします。 

 


